
▲楽しいおしゃべりで会場いっぱいに笑顔が広がりました

▲不当要求の実態などについて受講する市の幹部ら

▲卓球バレー（手前）やフライングディスク（奥）などを楽しみました

▲自己記録の更新を目指してトラックを全力で走る児童たち

　
十
月
二
十
五
日
、
不
当
要
求
防

止
責
任
者
講
習
会
を
南
丹
市
役
所

で
行
い
ま
し
た
。

　
行
政
に
対
す
る
不
当
要
求
に
つ

い
て
、
そ
の
対
処
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
市
長
を
は
じ
め
市

役
所
幹
部
職
員
ら
五
十
八
人
が
参

加
。（
財
）京
都
府
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー
の
井
手
輝
喜
専
務

理
事
と
、
京
都
府
警
察
本
部
組
織

犯
罪
対
策
第
一
課
の
上
原
忠
晴
警

部
補
か
ら
、
「
組
織
で
対
応
す
る

こ
と
。
断
る
勇
気
と
相
談
す
る
勇

気
を
持
つ
こ
と
が
大
事
」と
、窓
口

対
応
な
ど
の
実
践
も
交
え
た
指
導

が
あ
り
、熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　
十
月
四
日
、
子
ど
も
た
ち
の
運

動
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
、

第
二
回
南
丹
市
小
学
生
陸
上
交
歓

記
録
会
を
、
南
丹
市
園
部
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
記
録
会
は
、
南
丹
市
立
小
学
校

に
通
う
五
・
六
年
生
全
員
が
参
加

し
、
一
〇
〇
㍍
走
や
、
走
り
幅
跳

び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
の

競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
日
ご

ろ
の
授
業
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
昨
年
に
続
い
て
多
く
の
好
記

録
が
出
ま
し
た
。

　
十
月
十
八
日
、
南
丹
市
国
際
交

流
会
館
で
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
集
い
」
が
南
丹
市
社
会
福
祉

協
議
会
園
部
支
所
・
園
部
町
民
生

児
童
委
員
協
議
会
の
主
催
で
行
わ

れ
、
お
よ
そ
七
十
人
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
麻
田
勝
司

会
長
に
続
き
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
の
　
井
豊
会
長
が
開
会
の
あ

い
さ
つ
を
さ
れ
た
後
、
佐
々
木
市

長
が
来
賓
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る

こ
と
や
、
元
気
の
秘
訣
な
ど
を
話

し
な
が
ら
交
流
し
、
参
加
者
の
親

睦
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

楽しいおしゃべりで親睦の輪を広げる
ーひとり暮らし高齢者の集いー

　緊
急
地
震
速
報
は
、
最
大
震
度
五
弱
以
上
と

推
定
し
た
地
震
の
際
に
、
強
い
揺
れ
（
震
度
四

以
上
）
と
な
る
地
域
を
、
揺
れ
が
来
る
前
に
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

行
政
に
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す
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不
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対
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い
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学
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南
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市
立
小
学
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通
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五
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六
年
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が
一
同
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集
ま
る
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緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
に
よ

る
強
い
揺
れ
を
事
前
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
を
目
指
す
新
し
い
情
報

で
、
今
年
十
月
一
日
か
ら
提
供
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
震
源
近
く

で
地
震
（
Ｐ
波
･
初
期
微
動
）
を

感
知
し
、
位
置
、
規
模
、
想
定
さ

れ
る
揺
れ
の
強
さ
を
自
動
計
算
し

ま
す
。
地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ

（
Ｓ
波
･
主
要
動
）
が
始
ま
る
数

秒
か
ら
数
十
秒
前
に
、
テ
レ
ビ
、ラ

ジ
オ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
震
源
に
近
い
地
域
で

は
、
「
緊
急
地
震
速
報
」
が
強
い

揺
れ
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
情
報
を
見

聞
き
し
て
か
ら
地
震
の
強
い
揺
れ

が
来
る
ま
で
の
時
間
が
、
数
秒
か

ら
数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
短
い
間
に
身
を
守
る
た
め
の
行

動
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た

と
き
の
行
動
は
「
周
囲
の
状
況
に

応
じ
て
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
身

の
安
全
を
確
保
す
る
」
が
基
本
で

す
。
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南
丹
市
内
の
身
体
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
、
交
流
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
二
回
南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
南
丹
市
日
吉

総
合
運
動
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
各
支
部
ご
と
の
団
体
競
技
と

な
る
卓
球
バ
レ
ー
と
、
個
人
競
技

と
な
る
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

輪
投
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
ま

っ
た
お
よ
そ
八
十
人
の
参
加
者
は
、

互
い
に
競
技
の
コ
ツ
な
ど
を
教
え

あ
い
な
が
ら
、
和
や
か
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
交
流
を
深
め
る
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▲平和への誓いを新たに献花をされる清水隆遺族会会長

　
十
月
二
十
五
日
、
南
丹
市
園
部

公
民
館
で
戦
没
者
を
偲
び
、
南
丹

市
出
身
の
千
八
百
八
十
六
柱
の
英

霊
に
対
し
て
、
第
一
回
南
丹
市
戦

没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
岸
上
副
市
長
の
開
式
の
辞
に
続

い
て
、
参
加
者
全
員
が
戦
没
者
に

対
し
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
佐
々
木
市
長
の
式
辞
に
続

き
、
市
遺
族
会
の
清
水
隆
会
長
ら

が
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
追

悼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
参
加
し
た
遺
族
ら
お

よ
そ
三
百
五
十
人
が
、
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
、
英
霊

に
献
花
し
ま
し
た
。

戦没者を偲び、平和を願う
ー第１回南丹市戦没者追悼式ー

しの

さ
さ
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　緊
急
地
震
速
報
は
見
聞
き
し
て
か
ら
、
強
い
揺
れ
が
来
る
ま

で
の
時
間
が
数
秒
か
ら
数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
短
い

間
に
、
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　緊
急
地
震
速
報
は
見
聞
き
し
て
か
ら
、
強
い
揺
れ
が
来
る
ま

で
の
時
間
が
数
秒
か
ら
数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
短
い

間
に
、
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

屋内では… 人が大勢いる施設では…・頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れる
・あわてて外へ飛び出さない

・係員の指示に従う
・落ち着いて行動する
・あわてて出口に走り
　出さない

自動車運転中は…
・あわててブレーキをかけない
・ハザードランプを点灯し、
　揺れを感じたらゆっくり停止

鉄道・バス乗車中は…
・つり革、手すりにしっかりつかまる

屋外では…
・ブロック塀の倒壊などに注意
・看板や割れたガラスの落下に
　注意し、ビルのそばから離れる

山やがけ付近では…
・落石やがけ崩れに注意

エレベーターでは…
・最寄りの階で停止させ、すぐに降りる周囲の状況に応じて

あわてずに
まず身の安全を
確保する！

緊急地震速報

高

け
つ


